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旧校舎の発掘調査が始まりました。 

発掘調査とは、建物が建ったり、道路が作られたりするときに、地下の遺跡（いせき）がどう

いうものであったかを詳しく調べ、できるだけ正確な記録を残しておこうとするものです。遺

跡（いせき）とは、この土地で過去に人がどのような活動をしていたかがわかるものです。   

なんとこのたび、寄宿舎の建物の下から二つの土器が発掘されました。大きい方（赤色の丸）

は中世（11世紀後半から 16世紀後半）のものだそうです。 

そしてもう一つの小さい方（黄色の丸）は、なんと奈良時代（「なんと大きな平城京」の 710

年から、「鳴くようぐいす平安京」の 794年まで）のもののようです！  

NV では今後エントランスに歴史年表を掲示し、旧校舎から発掘されたものを紹介していく

予定です。 
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